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市
の
施
設
を
回

り
、
仕
事
の
様
子

な
ど
を
見
学
し
ま

す
。

●
と
き
　
個
人
革

　
月
２
日
昇
　

団

１０体
革
　

月
３
日
昌
・

１０

　
日
昌
・
　

日
昭
・

１０

１８

　
日
昭

２５●
見
学
施
設（
予

定
）　
個
人
革
市

議
会
議
場
、
給
食

調
理
場
、
防
災
倉

庫
な
ど
　

団
体
革

発
着
場
所
・
希
望

施
設
な
ど
を
相
談

し
ま
す

●
対
象
　

市
内
在

住
の
人
、
　

～
　

１０

２５

人
の
団
体

※
乳
幼
児
の
同
伴
は
不
可
。

●
定
員
　

個
人
止
　

人
　

団
体
止

２５

各
１
組

●
費
用
　

昼
食
代
、
施
設
入
場
料

●
申
し
込
み
　

個
人
革
８
月
７
日

昇
～
　

日
昇
午
前
９
時
～
午
後
５

２１

時（
松
掌
を
除
く
）に
、
電
話
で
秘

書
課
広
報
広
聴
係
へ（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
、
過
去
に
参
加
し
て

い
な
い
人
を
優
先
し
た
上
で
抽
選
）

団
体
革
８
月
　

日
昇
ま
で
に
希
望

２１

日（
第
１
希
望
・
第
２
希
望
）、団

体
名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
、
見
学
希
望
施
設
名
を
、

電
話
で
同
係
へ（
希
望
日
が
重
な

っ
た
場
合
は
抽
選
）

■問 
▼
秘
書
課
広
報
広
聴
係

（
緯〈
　
〉２
２
０
２
）

７１

市
の
施
設
΁
ߦ
ỳ
ͯ
Έ
Α
͏
ʂ

施
設
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

込
書
、
成
績
証
明
書
、
卒
業（
見

込
）証
明
書
、
資
格
・
免
許
等
証

明
書
の
写
し
を
持
っ
て
、
衣
浦
東

部
広
域
連
合（
刈
谷
市
）へ

※
本
人
が
持
参
で
き
な
い
場
合
は

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
同
所
・
同
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
・
各
消
防
署
所
で
配
布
。

■問 
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

総
務
課

（
緯〈
　
〉０
１
３
２
）

６３

●
試
験
日
程
　
１
次
止
９
月
　
日
１６

掌（
教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
集

団
面
接
）　
２
次
止
　
月
　
日
昇

１０

２３

（
作
文
、
個
人
面
接
、
体
力
測
定
）

●
対
象
　

平
成
４
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
、
高
等
学
校
を
卒
業

ま
た
は
来
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人

●
定
員
　

４
人
程
度

●
申
し
込
み
　

８
月
　

日
晶
～
　

１０

２１

日
昇
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松

掌
を
除
く
）に
、
本
人
が
受
験
申

衣
浦
東
部
広
域
連
合
来
年
４
月
採

用
消
防
職
員（
高
校
卒
）を
募
集

●
就
労
状
況
な
ど
の
届
け
出
　

児

童
扶
養
手
当
の
受
給
開
始
後
５
年

を
経
過
し
た
人
な
ど
は
、
就
労
状

況
な
ど
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

６
月
に
該
当
者
へ
書
類
を
送
付
し

ま
し
た
の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
と
、

手
当
額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ

ま
す

■問 
▼
子
育
て
支
援
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
９
）

７１

　
手
当
受
給
者
へ
、
８
月
初
旬
に

関
係
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
８
月
末
ま

で
に
提
出
が
な
い
と
、
手
当
の
支

払
い
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
市
遺
児
手
当
の
現
況
届
は
、
義

務
教
育
終
了
後
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
受
給
者
の
み
提
出
が

必
要
。

●
所
得
制
限
　

受
給
者
や
生
計
が

同
じ
扶
養
義
務
者（
直
系
血
族
、

兄
弟
姉
妹
）の
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す 児

童
扶
養
手
当
、
県
・
市
遺
児
手

当
の
現
況
届
の
提
出
を

●
と
き
　
　
月
６
日
松
～
　

１０

１１

月
４
日
掌
の
松
掌
抄
午
前
　１１

時
～
午
後
４
時（
　
月
　
日
・

１０

１４

　
日
・
　
日
を
除
く
）

２７

２８

●
と
こ
ろ
　
デ
ン
パ
ー
ク

●
内
容
　
音
楽
や
ダ
ン
ス
、

大
道
芸
な
ど

●
出
演
　

１
回
　

分
を
１
・

３０

２
回

●
そ
の
他
　

①
同
園
の
音
響

機
材
を
利
用
可（
高
度
な
操

作
は
参
加
者
で
お
願
い
し
ま

す
）　
②
応
募
者
多
数
の
場

合
は
、
調
整
・
選
考
し
ま
す

（
結
果
を
９
月
　

日
昌
ま
で

１２

に
連
絡
）　
③
一
人
に
つ
き

同
園
招
待
券
を
２
枚
進
呈

●
申
し
込
み
　

８
月
　

日
捷

２７

（
必
着
）ま
で
に
、
代
表
者
の

住
所
・
氏
名
・
電
話（
フ
ァ

ク
ス
）番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
・
参
加
希
望
日（
参

加
可
能
日
全
て
）と
、
出
演

内
容
の
分
か
る
デ
モ
テ
ー
プ

（
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
）を
、

郵
送
で
デ
ン
パ
ー
ク（
〒
　－４４６

０
０
４
６
赤
松
町
梶
１
／
緯

〈
　

〉７
１
１
１
）へ

９２※
過
去
１
年
間
に
出
演
し
た

人
は
デ
モ
テ
ー
プ
不
要
。

防防災倉庫では、簡易トイレ設置なども体防災倉庫では、簡易トイレ設置なども体験験
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一
部
種
目
は
、
愛
知
駅
伝
（
愛

知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
）の
選
考
レ
ー
ス
で
す
。

●
と
き
　
　

月
６
日
松
午
前
９
時

１０

～
午
後
４
時（
予
備
日
は
７
日
掌
）

●
と
こ
ろ
　

市
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場

●
対
象
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者

※
一
般
男
女
は
、
平
成
９
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
。

●
競
技
種
目
　

表
の
と
お

り※
一
般
男
子
５
０
０
０

ｍ
・
一
般
女
子
３
０
０

０
ｍ
・
中
学
男
子
３
０

０
０
ｍ
・
中
学
女
子
１

５
０
０
ｍ
・
小
学
男
女

１
２
０
０
ｍ
は
愛
知
駅

伝
選
考
レ
ー
ス
。

●
保
険
料
　
　

円（
市
内

１００

小
・
中
学
生
は
不
要
）

●
そ
の
他
　

各
種
目
と
も

３
位
ま
で
に
賞
状
・
賞
品

を
授
与
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
乗
り
合
わ
せ

ま
た
は
公
共
交
通
機
関
・

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ

い●
申
し
込
み
　
８
月
７
日

昇
～
９
月
４
日
昇
午
前
９
時
～
午

後
５
時（
捷
を
除
く
）に
、
申
込
書

と
保
険
料
を
持
っ
て
、
市
体
育
協

会（
市
体
育
館
内
／
緯〈
　

〉５
１

７５

８
２
）へ

※
申
込
書
は
同
協
会
・
同
協
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■問 
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

安
城
選
手
権
陸
上
競
技
会
兼
愛
知

駅
伝
選
考
会
の
参
加
者
を
募
集

種　　目対　　象

１００ｍ、８０ｍハードル、４×１００ｍリレー、１０００ｍ
（５年）、１２００ｍ（６年）、走幅跳、走高跳、ボール投

小学男女
（５・６年）

１００ｍ（学年別）、２００ｍ、４００ｍ、８００ｍ、１５００ｍ（１
年）、１５００ｍ（２年）、３０００ｍ、１１０ｍハードル、４×
１００ｍリレー、走幅跳、走高跳、棒高跳、砲丸投

中学男子

１００ｍ（学年別）、２００ｍ、８００ｍ、１５００ｍ、１００ｍ
ハードル、４×１００ｍリレー、走幅跳、走高跳、
砲丸投

中学女子

１００ｍ、８００ｍ、３０００ｍ（女子）、５０００ｍ（男子）、４×
１００ｍリレー、走幅跳、走高跳（男子）、砲丸投一般男女

　
今
年
６
月
、
新
美
南
吉
の
教

え
子
で
あ
る
野
村
 節
  子
 さ
ん

せ
つ
 
こ

（
明
治
本
町
）が
中
心
と
な
り
、

名
鉄
北
安
城
駅
南
踏
切
沿
い
や
、

安
城
中
部
小
学
校
・
桜
町
小
学

校
な
ど
に
彼
岸
花
の
球
根
が
植

え
ら
れ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
１

８
０
０
個
。
こ
れ
は
、
半
田
市

の「
 矢
  勝
  川
 の
環
境
を
守
る
会
」

や
 
か
つ
 が
わ

か
ら
、
譲
り
受
け
た
も
の
で
す
。

　
彼
岸
花
は
、「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

に
登
場
す
る
花
。
物
語
の
舞
台

で
あ
る
矢
勝
川
沿
い
に
は
、
現

在
、
約
　
万
本
の
彼
岸
花
が
植

２００

え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め

「
南
吉
」と
聞
く

と
、「
彼
岸
花
」

を
連
想
す
る
人

が
多
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
南

吉
作
品
の
中
に

は
、
彼
岸
花
だ

け
で
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
花
が

登
場
し
ま
す
。

南
吉
は
安
城
高

等
女
学
校
時
代

に
、
こ
ん
な
詩

を
書
い
て
い
ま

す
。

　『
花
』

今
朝
は
こ
ん
な
に

み
ん
な
が
花
を

持
っ
て
来
て
く
れ
た

教
室
の
隅
の
花
瓶
に

い
つ
ぱ
い
で

重
く
て
持
て
な
い
ほ
ど
だ

 芙
  蓉
 も
あ
る

ふ
 よ
う

 萩
 も
あ
る

は
ぎ 尾

  花
 も
あ
る

お
 ば
な

 女
郎
花
 も
あ
る

お
み
な
え
し

 百
日
紅
 も
坊
主
花

     

（
※
）も

さ
る
す
べ
り
 

ぼ
う
ず
ば
な

名
の
知
ら
ぬ
花
も
―
―
―
―

　（
後
略
）

　
さ
ら
に
、
南
吉
は
生
徒
の
誕

生
日
に
、
プ
リ
ム
ラ（
サ
ク
ラ

ソ
ウ
）を
題
材
に
し
た
色
紙
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

ぷ
り
む
ら
の

そ
ば
吹
く
と
き
は

か
ぜ
も
あ
か
る
く

う
れ
し
そ
う

　
野
村
さ
ん
は
、「
先
生
は
花
が

お
好
き
な
方
で
し
た
」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
市
内
に
は
、

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
や
デ
ン
パ
ー

ク
な
ど
、
花
を
楽
し
む
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
南
吉
の
、

花
を
 愛
 で
る
心
の
種
が
、
私
た

め

ち
の
中
で
 育
 ま
れ
て
い
る
の
か

は
ぐ
く

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

※
坊
主
花
止
半
田
地
方
の
方
言

で
、
千
 日
紅

     

（
千
日
草
）の
こ

せ
ん
に
ち
こ
う

と
。

彼彼岸花の植え付彼岸花の植え付けけに、に、顔がほころぶ野村さ顔がほころぶ野村さんん（右上）（右上）

南吉が贈った色南吉が贈った色紙紙


